〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第１０号
　平成２２年１１月１８日第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２２年１１月５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　伊　利　　　仁　　
〇　会　　期
　　平成２２年１１月１８日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）
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　　　　　７番　　　吉　　岡　　修　　二                  ８番　　　石　　川　　　　　清
不応招議員（なし）
平成２２年第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２２年１１月１８日
　日程第１　議席の指定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第２　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第３　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第４　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　議員の補欠選挙の結果について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
            　専決処分の報告について（報告第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第４号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　閉会中の事務調査結果について        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第５　議案第１１号　平成２１年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について    
　日程第６　議案第１２号　坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　　
　日程第７　議案第１３号　坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　
　日程第８　議案第１４号　埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について                          　
　日程第９　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
午前１０時００分開会
　出席議員（８名）
　　　　　１番　　　新　　井　　文　　雄　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子
　　　　　３番　　　髙　　橋　　剣　　二　　　　　　　　　４番　　　水　　村　　義　　篤
　　　　　５番　　　藤　　野　　　　　登　　　　　　　　　６番　　　長谷川　　　　　清
　　　　　７番　　　吉　　岡　　修　　二                  ８番　　　石　　川　　　　　清
　欠席議員（なし）
　説明のための出席者
　　　管理者　　　伊　　利　　　　　仁　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　計　　　　　　　　　　　　　
　　　監査委員　　　小　　室　　利　　夫　　　　　　　　　　　　　　山　　﨑　　静　　男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理者　　　　　　　　　　　　　
　　　消防長　　　石　　井　　利　　幸　　　　　　　次　　長　　　田　　畑　　美紀雄
    　次　　長　　　斉　　藤　　幸　　憲　　　　　　　庶務課長　　　小　　川　　泰　　人
　　　予防課長　　　加　　藤　　公　　司　　　　　　　警防課長　　　長　　澤　　之　　幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂　　戸
　　　指令課長　　　長谷川　　正　　夫　　　　　　　　　　　　　　小　　島　　則　　夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防署長
　　　鶴ヶ島
　　　　　　　　　　大　　貝　　　　　豊
　　　消防署長
　事務局職員出席者
　　　書　　記　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　書　　記　　　小　　川　　浩　　明
　　　書　　記　　　山　　崎　　利　　博　　　　　　　書　　記　　　手　　塚　　篤　　史
　　　書　　記　　　林　　　　　辰　　哉
　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）
〇水村義篤議長　議員の皆さん、おはようございます。
　　現在の出席議員８人全員でございます。
　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成22年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（水村義篤議長起立）
〇水村義篤議長　議事に先立ちまして一言ごあいさつを申し上げます。
　　本日、平成22年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにご多用の中をご出席いただき、ここに開会の運びとなりましたことに対し、厚く御礼を申し上げます。また、説明者におかれましても、お忙しい中、管理者並びに副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第でございます。
　　また、吉岡修二議員さんにおかれましては、去る９月29日に坂戸市議会で執行されました消防組合議会議員の補欠選挙におきまして、ご当選されましたことに対しまして心からお喜びを申し上げます。
　　本日は、「平成21年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」をはじめ４議案が提出されております。本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決とともに、議事の運営につきまして格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、開会のごあいさつといたします。
　　　　（水村義篤議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎仮議席の指定
〇水村義篤議長　この際、議事の進行上、去る９月29日、坂戸市議会定例会において選出されました議員の仮議席を指定いたします。
　　仮議席は、ただいまご着席の議席と指定いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇水村義篤議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議席の指定について
〇水村義篤議長　直ちに本日の議事に入ります。
　　日程第１・「議席の指定について」を行います。
　　暫時休憩いたします。
　　　　休憩　午前１０時０２分
　　　　再開　午前１０時０３分
〇水村義篤議長　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　坂戸市議会による消防組合議会議員の補欠選挙に伴い、新たに消防組合議員となられました議員の議席を、会議規則第３条第１項の規定により、議長において
　　７番、吉岡修二議員と指定いたします。
　　暫時休憩いたします。
　　　　休憩　午前１０時０３分
　　　　再開　午前１０時０３分
〇水村義篤議長　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇水村義篤議長　日程第２・「会議録署名議員の指名について」を行います。
　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において
　　８　番　　石　　川　　　　　清　議員
　　１　番　　新　　井　　文　　雄　議員
　の両議員を指名いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇水村義篤議長　日程第３・「会期の決定について」を議題といたします。
　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、平成22年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　議員の補欠選挙の結果について　　　　　　　　
　　　　　専決処分の報告について（報告第１号）        
　　　 　　現金出納検査の結果について（監査報告第４号）
         　閉会中の事務調査結果について        　　　　
〇水村義篤議長　日程第４・「諸報告」をいたします。
　　はじめに、小川直志議員の辞職に伴い、消防組合規約第７条の規定による補欠選挙の結果、９月29日付で吉岡修二議員が選出されました。今後、消防組合議会議員としてご活躍していただくわけでございますが、よろしくお願いを申し上げます。
　　次に、地方自治法第180条第２項の規定により、管理者から専決処分の報告がありましたので、お手元に配付しておきましたから、ご了承願います。
　　次に、監査委員より、平成22年６月分から９月分の現金出納検査の結果報告がありましたので、お手元に配付しておきましたから、ご了承願います。
　　次に、閉会中の事務調査結果についてお手元に配付しておきましたから、ご了承願います。
　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたから、ご了承願います。
　　以上で諸報告を終わります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１１号～議案第１４号の一括上程について
〇水村義篤議長　お諮りいたします。
　　日程第５・議案第11号・「平成21年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」から日程第８・議案第14号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」までを一括議題とすることにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、そのように決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１１号～議案第１４号の一括上程、説明
〇水村義篤議長　日程第５・議案第11号・「平成21年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」から日程第８・議案第14号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」までを一括議題といたします。
　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　提案理由の説明を求めます。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議員の皆様、おはようございます。
　　本日ここに、平成22年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を招集申し上げましたところ、議員各位におかれましては、極めてご多用の中にもかかわりませず全員の方のご出席をいただき、重要案件のご審議をいただきますことは、当組合発展のため、まことに喜びにたえないところであります。また、11月７日に行われました特別点検には、早朝よりご臨席を賜り、衷心より厚く御礼を申し上げる次第であります。
　　それでは、ただいま議題となっております議案第11号から議案第14号までの４件につきまして、順次提案の理由を申し上げます。
　　はじめに、議案第11号・「平成21年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」でありますが、予算現額23億3,934万3,000円に対しまして、歳入決算額は23億5,110万8,803円、予算現額に対しまして1,176万5,803円の収入増であります。また、歳出決算額は23億1,992万8,535円、予算現額に対しまして1,941万4,465円の減となり、歳入歳出の差し引き3,118万268円の繰越金を生じました。
　　歳出の主なものを申し上げますと、議会費及び総務費につきましては、一般経常的経費であります。
　　常備消防費につきましては、人件費のほか、消防活動等に要した経常的経費であり、非常備消防費の坂戸市及び鶴ヶ島市消防団費につきましては、消防団活動に伴う報酬並びに運営費であります。
　　常備消防施設費につきましては、消防防災体制の整備充実を図るため、坂戸消防署の災害対応特殊小型動力ポンプ付水槽車、高規格救急自動車、空気式救助マット、鶴ヶ島消防署の化学消防ポンプ自動車の購入に係る経費であります。
　　坂戸市消防施設費につきましては、坂戸分団第３部の消防ポンプ自動車の購入、40立方メートル級防火水槽２基分の新設工事の投資的経費のほか、坂戸、鶴ヶ島水道企業団への消火栓設置費並びに維持管理費負担金であります。
　　鶴ヶ島市消防施設費につきましては、第一分団の水槽付消防ポンプ自動車の購入、40立方メートル級防火水槽２基分の新設工事の投資的経費のほか、坂戸、鶴ヶ島水道企業団への消火栓設置費並びに維持管理費負担金であります。
　　次に、歳入の主なものを申し上げますと、91％以上を占める坂戸市及び鶴ヶ島市からの負担金をはじめとして、災害対応特殊小型動力ポンプ付水槽車、高規格救急自動車、化学消防ポンプ自動車、消防ポンプ自動車の購入及び40立方メートル級防火水槽４基の建設事業に伴う組合債並びに災害対応特殊小型動力ポンプ付水槽車、防火水槽建設に対する国庫補助金のほか、前年度繰越金となっております。
　　以上、決算の概要を申し上げましたが、平成21年度におきましても、引き続き複雑多様化する災害への的確な対応と救急需要の対応及び広域消防応援体制をはじめとする消防防災体制の整備充実を図るため、消防施設等の整備を計画的に推進するとともに、経常的経費は極力節減に努め、限られた財源の有効活用に努力した次第であります。
　　本決算の内容につきましては、去る８月20日、消防本部会議室におきまして監査委員さんにご審査をお願いし、いずれも計数的に正確であり、かつ内容も正当なものと認められましたので、その意見書並びに行政報告書を付して、議会のご認定をいただきたく、地方自治法第233条第３項の規定に基づき、本案を提出した次第であります。
　　次に、議案第12号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件」でございますが、地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部を改正する政令が平成22年９月８日に公布されたことに伴い、所要の改正をするものでございます。
　　次に、議案第13号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」でございますが、住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令が平成22年８月26日に公布されたことに伴い、所要の改正をするものであります。
　　次に、議案第14号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」でございますが、田市及び田市白岡町衛生組合の名称変更に伴い、埼玉県市町村総合事務組合規約別表を整備するため、同組合規約を変更することについて協議したいので、地方自治法第290条の規定により、本案を提出した次第であります。
　　以上、議案第11号から議案第14号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
〇水村義篤議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１１号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。
　　最初に、日程第５・議案第11号・「平成21年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」に対する質疑に入ります。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第11号・「平成21年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算」につきまして、何点か質疑をさせていただきます。
　　まず最初に、歳入のほうなのですけれども、雑入につきまして毎回質疑をしているわけですが、高速道路救急業務負担金ということで407万9,200円ということで、決算では計上されているわけですけれども、報告書の28ページでは関越自動車の47件、圏央道９件ということで50何件と書いてございます。管外も含めましてあるわけですが、１つ聞きたいのは、こうした圏央道、関越道につきまして、関越道のみ計上されているというふうには聞いておりますが、今回全体から見ると搬送人員が5,000人を超えているわけですから、そんなに多くはありませんけれども、多様するこうした救急業務での金額というのはどういう、多いのか少ないのか、その対応した出動の稼働に対してどうなのかということでお伺いしておきたいと思います。
　　もう一つは、毎回指摘しておりますが、その下の７ページ、８ページの決算書の７款国庫支出金の中で、当初予算はいつもゼロで計上しておりますけれども、補正予算も含めまして国からの補助金が出たということで計上されるわけですが、やはり当初予算で組むべきではないかというふうにいつも申し上げておりますが、この点について答弁をお願いしたいと思います。
　　歳出のほうに移ります。歳出のほうは、職員、一般管理費、総務管理費から費目では消防費に入るのではないかということでお伺いするわけなのですが、報告書の14ページに消防職員の大学校をはじめとする派遣の問題がございます。こうした派遣に対して管理者、当局としては、どのような心構えを持って各学校とか県のほうに派遣しているのかということで１つはお伺いしておきたいのと、もう１つは報告書25ページの立入検査のところで、これ今まで一般質問をやってまいりましたけれども、違反指導件数が結構多いわけなのですが、そうした違反に対して、その後どういうふうに指導していくか、違反がなくなるというのが一番の課題だと思うのですけれども、決算書を見ますとまだ違反件数、指導件数が書かれておりまして、それはどのように対応されたのかということをお伺いしておきたいと思います。
　　また、報告書の57ページでは、消防用ホースのその後について、消防用ホースで、これも一般質問してありますけれども、当局としては今後の対応ということで、芦森工業に対して坂戸23、鶴ヶ島５、合計28本の交換を行う予定であるという報告まではいただいておりますが、決算に当たって、これがどのように実施されたのかということでお伺いしておきたいと思います。
　　以上です。
〇水村義篤議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　松村議員さんの数点にわたる庶務関係についてご答弁させていただきます。
　　まず、救急業務負担金の関係でございますが、これにつきましては、関越道路が高速道路という位置づけでございます。圏央道につきましては、高速道路ということでなく、自動車専用道路ということで対象になっておりません。関越道の救急件数の関係でございますが、これにつきましては、救急隊１隊を維持するために必要な経費、それから平均出動件数の割合、年間救急出動件数の割合、これに1.5の係数を掛けて算出しているものでございます。
　 次に、国庫補助金を当初予算に繰り込めないかということのご質問でございますが、見込みで予算計上いたしますと、補助金がいただけない場合には事業が実施できないという事態が生じますことから、補助が確定してから補正で計上している次第でございます。
　　次に、職員の派遣でございますが、平成21年度の派遣につきましては、行政報告書13ページに記載させていただきましたが、研修派遣で坂戸市役所に派遣したものでございます。職員の研修につきましては、同じく行政報告書14ページに記載させていただいておりますが、消防大学校、救急救命養成所、消防学校のほか行政機関で研修をさせていただいております。これらにつきましては、消防に関する高度な、また専門的な知識、技術を習得するために研修を受講させていただいております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　　　（「いや、まだ答弁が２つ残っている」の声）
〇水村義篤議長　加藤予防課長、答弁。
〇加藤公司予防課長　続きまして、行政報告書25ページの平成21年度の立入検査状況についてお答え申し上げます。
　　防火対象物と危険物施設を合わせまして実施件数は488件でありました。そのうち違反指導件数が166件、約34％に違反があったわけでございますが、平成21年度末におきまして是正されました件数が30件、したがいまして違反のうちの約２割が既に改修されておる状況でございます。また、継続指導中となった136件につきましても、継続的に指導を行っておりまして、この10月末現在では約４割に当たる50件が是正されております。
　　なお、違反の内容の主なものは、防火管理者の未選任、消防計画の未作成、消防計画に基づく消防訓練の未実施等ソフト面が多くなっております。また、危険物施設につきましても、従事者の保安講習の未実施等のソフト面が多くなっている状況でございます。
　　今後も、これらの不備事項を是正すべく引き続き指導してまいりたいと考えております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　長澤警防課長、答弁。
〇長澤之幸警防課長　芦森工業株式会社が製造した消防用ホースの関係につきましてお答えいたします。
　　芦森工業では、不正行為発覚後、製品の性能確認を行い、その結果、ホースの内張りの剥離による漏水など消防活動に影響を及ぼす可能性があるホースとして、平成16年、平成19年、平成20年に製造した一部の製品に不良が確認されたと報告がありました。
　　報告をもとに、当消防組合が保有するホースを調査したところ、平成19年度に購入したホースで、消防本部50ミリホース12本、坂戸市消防団65ミリホース23本、鶴ヶ島市消防団65ミリホース５本の計40本が該当しておりました。消防活動に重要な資機材であることから、製造会社と交換に向け、数回の打ち合わせを行い、平成22年11月５日に該当するホース40本についてすべて無償交換が完了しました。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　２番・松村議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質疑を行います。
　　まず最初に、高速道路救急業務負担金につきましては、毎回申し上げておりますけれども、ほぼ出動件数に対して赤字にはならないと、負担にはならないということでよろしいのでしょうか。40数件、１隊を維持するものとそのほか1.5倍と、そういう点でもう一度答弁いただきたいのと、圏央道については一般道ということになっていますけれども、一般道にしてはちょっと交通の体系が違うのではないかなというふうにも考えられますので、まだ全線開通はしていないと思うのですが、こういった点についても、沿線自治体と一緒に交渉していくというか話し合いを持つということも大事ではないかというふうに思いますので、その点についてご答弁をいただいておきたいというふうに思います。
　　国庫支出金につきましては、もらえなかった場合ということで計上しないということなのですけれども、これは、毎年ほとんどこの補助要綱が変わらない限り続くのではないかというふうにも見受けられるのですけれども、もうほかの補助はみんな打ち切られてしまっているので、この点はもう少しきちっと計上していくべきではないかというふうに考えるわけですけれども、もう一度答弁をお願いします。
　　次に、消防の派遣の問題でご答弁いただきました。私がちょっと心配で気になるのが、消防大学校では熱中症による死亡事故、また今度の埼玉県の７月に起きましたヘリの墜落事故などを見まして、非常に派遣が今回、埼玉県のほうは派遣の職員がいなかったからよかったのですけれども、もしものときには危なかったなということですごく気になりました。そういった点で山の天気とかその出動に対して、県のほうでも大分論議はしているようですけれども、今回一応の要綱をつくるというような話も新聞紙上で見ました。
　　私が一番申し上げたいのは、体系的に決まってくると、このとおりに実施しなくてはならないのだというふうにやっぱりみんな思うと思うのですね。消防の命令どおりやるという、それが命を守っていくのだということはすばらしいのですけれども、それによって、また尊い命を守り切れないということもありますので、現場の判断というものはすごく大事になってくると思うのです。そういう点において、一定度県のほうに地方の広域行政としても何か要綱をつくる場合にこういう点は注意してほしいということで、今言った現場の判断とかそういうのも大事にしてできるようにというような内容で申し上げておくと、要請しておくと、文書か何かで、そういう要求も必要ではないかというふうに私は思ったのです。
　　消防大学校でもやはり訓練の、その人の個人差にもよるでしょうけれども、やっぱりあらゆる研修の先でどうしても具合が悪いとか、ちょっとおかしいとか思っても無理して突っ込んでしまうということではなくて、やはりいろいろな検査をして、事前にここがということも言えないかもしれませんけれども、そういうことも含めて要請しておくということですか、こちらの派遣する側、要請しておくことも重要ではないかというのをちょっと感じましたので、この点についてご答弁をお願いしておきたいと思います。
　　また、違反の問題なのですけれども、166件の違反で、その後是正されたのが30件と50件、80件是正されているというふうに、これも含めてですか、これ30件を足すのではなくて、最終的には50件というふうに、ということでございますけれども、私が気になっているのは、特別養護老人ホームなどはその後の指導の中身でもお金がなくてスプリンクラーとかつけられないと、人手がなくて夜勤も１人でやったとかいろんな困難を伴うような施設というのもあるわけなのです。そういう施設について、消防で補助を出すというのもあれなのですけれども、やはりお金がなくてつけられないということであれば、地方自治体で補助を出してでもそういった面での配慮をしていかなければ、これいつまでたってもなくならないなというふうに思ったのですが、その点についてはどう考えておられるのかということでお伺いしておきたいと思います。
　　最後のホースの問題については、大変ご苦労さまでございました。全部取りかえが11月、最近終わったということでよかったと思っております。
　　以上です。
〇水村義篤議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　お答え申し上げます。
　　高速道路の支弁金の関係ですが、赤字、黒字ということではございませんで、通常救急体制の補てんをさせていただいているという認識でおります。また、この支弁金をいただく働きかけということでございますが、全国消防長会あるいは関越自動車連絡協議会を通じまして、継続して要望を行っているところでございます。
　　次に、国庫補助金につきましては、これにつきましては昨年も行われました行政刷新会議のいわゆる事業仕分け作業においても該当となりまして、また本年も11月16日に開催されました事業仕分けで総務省消防庁関係の緊急消防援助隊設備整備費補助金等が削減または見直しとの報道がされております。国会における今後の補助金のあり方等を見直しつつ、一部縮減等の評価結果等を示しておりまして、不確定な内容となっております関係から、ご理解をいただきたいと存じます。
　　次に、消防職員の派遣職員の公務災害につきましてでございますが、消防学校におきましては、入校前に健康検査を実施し、入校後、毎日の健康チェック等を行い、また消防の専門であることから、カリキュラムにおきましても安全管理等の講義を受けております。防災ヘリの事故につきましては、私ども同じ目的を持つ消防職員といたしましても、痛恨のきわみでございます。原因につきましては、現在調査中でございますが、事故後、運行を一時停止しておりましたが、搭乗クルー等の精神面のメンタルヘルス、操縦慣熟訓練などが実施され、今月９日から災害活動を限定して運行されているということでございます。
　　要望につきましては、県により事故後、直ちに事故説明会が開催され、県内消防長から県に対しまして事故後の搭乗クルー等のケア及び安全確保並びに派遣体制、隊員の身分等についての措置要望が出されております。また、現在県では、有識者によります検討委員会を設置し、山岳救助のガイドライン作成に向けて検討をされていると聞き及んでいます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　加藤予防課長、答弁。
〇加藤公司予防課長　立入検査状況につきまして、お答え申し上げます。
　　先ほどのご質問のお金のかかる改修等についてのご質問でございますが、どうしても未改修の防火対象物につきましては、設備の改修等ご指摘のとおり経費と時間を要するものがあるわけでございますが、福祉施設等につきましては、国の融資制度等のご案内も行っているところではございますが、昨今の経済状況から改修の意思はあってもなかなかすぐには取りかかれない場合も多く、指導にも苦慮しているところでございます。
　　しかしながら、消防用設備等の重要性、必要性を理解してもらうべく、今後も粘り強い指導を行い、一日も早く是正ができるように努力をしてまいりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　２番・松村議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村。再々質疑を行います。
　　今の動いている現状というのは、よく状況はわかるのですけれども、特に消防の関係については国庫支出金が次々に打ち切られて、一番大事な命を守る部門の補助金がなくなってきたわけです。しかも、今度の事業仕分けで、こういう部門を切るということそのものが重大な問題だと思うのです。事業仕分けというのは、そういうことでは無駄を省くということだったと思うのですが、地域の消防の本当に厳しい地方自治体のその広域行政にあって、こういったものをなくしていくということはやはりとんでもないことだということで、本来ならば各広域行政、自治体でこういう補助をなくさないようにということでやっていくべきだと思うのです。でないと、全部、補助全般を見てみても細かい重要な福祉部門とかそういう補助金が多くて、そういうものを削っていく方向で一括補助を出しても何もならないというふうに、私は今民主党政権の事業仕分けと補助のあり方について見ているわけなので、そういった立場でぜひ頑張っていただきたいというふうに思います。何かそういう機会を、集まりの機会があったときには、そういった方向でやっていくべきだという提起をしていただきたいというふうに思いますので、答弁をお願いします。
　　また、片方の職員の派遣の問題ですけれども、この点についてもしっかりとやっているとは思うのですが、なおやはりガイドラインを作成すると、先ほども私も要綱みたいなものをつくるということで、最終的には県知事がその許可を出すような感じになっているらしいのですけれども、やはりこの点は現場の判断というのがものすごく大事だと思うのです。一々県知事に聞いているというところもどうかなと思ったのですが、これは県の問題なので、そういったことも含めて安全の確保も重要なので、現場の判断の重要性というのはあると思うので、そういうことをまた専門家としても提言していく、ガイドラインができて、ああ、ここがおかしかったとかと言うのではなくて、先にどんなガイドラインをつくるかの段階で要求していくべきではないかというふうに思ったので、この問題を質疑しておりますので、何らかのアプローチはできるのかと、坂戸・鶴ヶ島消防組合としてできるのかということでお伺いしておきたいと思います。
　　また、立入検査をした結果、お金がかかる問題についてはなかなか改善できないという、これは事実だと思うのですけれども、そうしたらどうするかということも考えないと、命の危険にさらされるということが問題だと思います。こういった点においても、ぜひ消防が中心になって、こうした点でお金がかかるものは改善されないということで提起をして、これも両市で負担金を出し合うなどして、本当に重要なところは改修していくということが大事ではないかというふうに私は考えておりますので、この点について答弁をお願いしたいというふうに思います。
　　以上です。
〇水村義篤議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　国庫補助の要望につきましてでございますが、こちらにつきましても、全国消防長会を通じまして、総務省消防庁へ要望しているところでございます。
　　また、ヘリのほうの事故の関係でございますが、こちらにつきましても、運行後につきましても継続的に県内消防長会を通じまして検証させていただきたいなど要望させていただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　加藤予防課長。
〇加藤公司予防課長　未改修の防火対象物の件につきましてお答え申し上げます。
　　先ほどもお答え申し上げましたが、違反のある事業所につきましても、改修の意思があってもなかなかすぐに取りかかれないという部分が多く、指導いたしましても改修の意思が見られない悪質な場合は、今のところないわけでございまして、そういった意味からも消防の目的であります消防設備等の重要性を理解していただき、そして少しでも早く設備を整備いただくということを目標に、今後も粘り強く指導を行ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　ほかに。
　　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　１番、新井文雄です。平成21年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について、何点か質疑をしていきたいと思います。
　　まず、１点目です。予算の関係では17ページになると思うのですけれども、目１の坂戸市の消防団費というところの節１の団員の報酬の関係です。行政報告書の31ページを見ていただきたいのですけれども、そこのところにアの消防団員の現状及び報酬等支払い額ということで坂戸市消防団があります。これを見ますと定員が243人であるわけです。団員数が231人ということで、入った人、それから出た人が２人退団ということになっているので、実態は229人になるのかなというふうに認識をします。そうすると、14人が不足になっているというふうに認識をするわけですけれども、なかなか大変な状況の中で、この21年度の団員活動の取り組みについてはどのように取り組んできたのか、まず１点お聞きをします。
　　それから、２点目です。同じく17ページです。ここの交際費の関係で、坂戸市の消防団の交際費ということで節10に載っているというふうに思うのですけれども、ここでいきますと20万円の予算を組んでいたわけですけれども、実際は９万4,000円になっております。関連して19ページの関係で、鶴ヶ島市のほうはどうかというと、13万円の予算で３万3,000円ということになっています。おのおの50％以下、30％以下ぐらいになっているかというふうに思います。その主な理由と内容についてお伺いをいたします。
　　それから、３点目です。行政報告書の13ページの関係の中段以下のところです。２の職員の病気休暇等の状況ということで掲載をされています。ここについて３点お聞きをしたいと思います。まず、１点目ですけれども、一番上の欄の病気休暇のところの件名が公務ということで、95日間１人ということで掲載をされています。下が公務災害の２件と同じというふうに思うのですけれども、この内容について、まず１点お伺いをします。それから、２点目、休職の関係です。一番下の欄です。年間の合計783日ということで、３人というふうになっておりますけれども、この詳しい内容についてお伺いをします。それから、もう一つです。消防職員の有給休暇の関係について、ここで聞いておけばいいかなということで一緒に聞いておきたいと思います。年間の平均取得の日数については、この21年ですか、どのようになっているのかお伺いをします。
　　それから最後に、４点目ですけれども、行政報告書の26ページの関係で、一番上にひとり暮らし、それから寝たきり高齢者防火指導状況ということで掲載をされております。この対象指導人数については、合計ということで人数が記されているわけですけれども、このひとり暮らしの高齢者、65歳以上だと思いますけれども、それから寝たきり高齢者防火指導の主な指導内容についてお伺いをします。
　　本日は４点です。
〇水村義篤議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　新井議員さんの数点にわたるご質問に順次お答え申し上げます。
　　まずはじめに、平成21年度の消防団員の現状と団員確保の取り組みについてでございますが、団員数の現状につきましては、過去３年間を見ますと、定数に対する欠員につきましては平成19年度では12名、20年度では13名、21年度当初実員数230名でしたが、年度途中異動がございまして、年度末229名となり、14名となりまして、いずれの年度も10名以上の欠員を生じている状況でございます。
　　次に、消防団員確保の取り組みについてでございますが、分団長以上の役職者で構成する役員会議におきまして対応を協議いたしますとともに、地域に精通している各分団部に対し、入団候補者の把握とリストの作成並びに勧誘の早期実施を指示するほか、平成21年度につきましては、消防団独自の広報紙の発刊、ホームページにより消防団の活動を紹介するとともに団員募集を行いました。
　　また、新入団員確保検討委員会を立ち上げ、消防団員候補者の情報交換会を開催したほか、坂戸よさこいや市内の主要駅を会場として実施した火災予防街頭キャンペーンなどに合わせて団員募集活動を実施するなど、団員確保に向けて努力していただいているところでございます。
　　また、鶴ヶ島市消防団につきましては、幸いに平成19年度より団員定数を欠くことなく定数どおり53名の実員となっております。
　　次に、団長交際費でございますが、坂戸市消防団、鶴ヶ島市消防団の団長交際費について、内容的には両団長さんが出席された慶弔行事等に支出したものでございます。執行率について、坂戸市消防団費交際費47％、鶴ヶ島市消防団費交際費につきましては25.4％の執行率となってございます。両団とも執行率が低くなっておりますが、交際費の支出につきましては、交際費の支出基準に基づきまして支出してございまして、また少なかったことは、慶弔等の件数及び外郭団体等から消防団に対してのご案内が少なかったものと認識しております。
　　次に、職員の病気休暇の関係でございます。病気休暇の公務１人の内容についてでございますが、埼玉県市町村職員共済組合主催によります町村の球技大会において左アキレス腱を断裂負傷したものでございます。
　　次に、休職３人の783日の内容でございますが、内科的な疾患が２名、それぞれ365日と275日、そして精神的疾患１名で143日となっております。２名につきましては、平成21年度末に退職され、１名は現在職場復帰し、勤務している状況でございます。
　　次に、消防職員の有給休暇取得状況につきましては、消防職員全体で平均8.3日でございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　小島坂戸署長、答弁。
〇小島則夫坂戸消防署長　行政報告書26ページのひとり暮らし、寝たきり高齢者防火指導の主な内容についてお答えいたします。
　　これにつきましては、坂戸市、鶴ヶ島市両市の65歳以上の方を対象に毎年２回、春と秋の全国火災予防運動に合わせて、これらのお宅を訪問し、日ごろの火気の取り扱いや火災が発生したときの通報、避難等の対処方法をお話しさせていただき、火災予防の普及啓発のために実施しております。また、住宅用火災警報器の設置推進もあわせて実施しているところであります。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　１番・新井議員。
〇１番（新井文雄議員）　４点について一通り答弁がありましたので、再質疑していきたいと思います。
　　まず、１点目の消防団の確保の件です。確かに若い人の就労の状況が昔と本当に大きく変わって、消防団、それから消防署等の関係者は、いろいろ努力をされているということが先ほどの答弁でありました。とはいうものの坂戸市については、連続して不足をしているということであります。大変な状況の中でもやはり確保していかないといけないかなというふうに、我々としては思うわけですけれども、今年度ここまでの現状についてどのように進展をしているのかを含めて、２回目の質疑をしていきたいと思います。
　　それから、交際費については、了解しました。一応基準でということですので、大変お金が厳しいときで、きりなくということではないのですけれども、必要最小限は使えるようにしておかないとやっぱり何としても大変かなということで内容を聞きました。
　　それから、３点目の問題です。職員の病気休暇の関係について、そこの欄について一応一通り答弁がありました。特に今メンタルヘルスということとの関係で、この中でも１件出ていますけれども、精神疾患の関係で、全国でもいろいろな事業所で大きな問題になっているということで、厚生労働省でもその辺について力を入れているところかなというふうに思います。この消防職員の安全性管理の規程にも、こういう関係で所属長は精神疾患の予防及び心身の健康保持の増進のため、職場におけるストレスの要因の軽減を図ること、そして快適な職場環境に努めなければならないというふうにされていると思います。この坂戸・鶴ヶ島の消防組合では、どのようにその辺について取り組んでいるのか、また産業医との連携が重要というふうに思うわけですけれども、その辺について、現状について、まずここは１つ再質疑していきたいと思います。
　　それから、有給休暇の取得の関係です。答弁の中で年間付与が8.3というふうに、21年はされました。ここのところ変わっていないというふうに私は認識をしているのですけれども、実際今は、最近は４月に入ってきても１年間では20日間というふうに少し前からなっているというふうに認識をしております。おおよその方、古い方については40日の、20が追加、昨年分というか前の分があるわけですから、40というふうに認識をするわけですけれども、そのうちの8.3は市役所関係も割と低い、10前後だとかということにしているのですけれども、やはり少ないというふうに私は認識をしております。国の厚生労働省のほうもそういう問題が出ていると思うのですけれども、そういう今年度の8.3について、消防組合としてはどのような認識をしているのか、まず認識について再質疑をしていきたいと思います。
　　それから、もう一点、この間国や厚生労働省、そして埼玉県等いろいろ指導がされているというふうに私は認識をしております。それに対して、消防組合として対応はどのように行っているのか、この件については３件について再質疑をしておきます。
　　それから、最後のひとり暮らし、寝たきりの指導の関係です。高齢者が年々増えているということは、皆さんご存じで、特に行政に携わっている方は本当に苦慮ということではなくて、そういう中で大変な取り組みをされているというふうに思います。この両市の対象者については、３年間どのように増えているのかについてお伺いをします。
　　以上、１件はわかりましたので、３件についてお伺いします。
〇水村義篤議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　お答え申し上げます。
　　まずはじめに、坂戸市消防団の平成22年度の現状でございますが、平成22年度当初入退団がございました関係から定員243名に対しまして、実員225名で欠員18名でございましたが、その後本日までに退団者１名、入団者３名がおりまして、実員227名、欠員16名となっております。年度内の動きでございますが、微増ではございますが、募集効果のあらわれと受けとめております。
　　団員確保に向けた取り組みにつきましては、幅広い角度から議論を重ね、これまでに消防団独自の勧誘用チラシや勧誘マニュアルを作成し、また市内各掲示板への団員募集ポスターの掲示や車庫詰所への団員募集看板の設置など積極的な団員募集活動を実施いただいております。これらの活動は、地道に継続的に活動することが重要と考えております。また、これと並行しましてラッパ隊活動を継続実施するとともに、女性消防団員の活動の幅を広げ、団の活性化に努めているところでございます。
　　さらに、本年４月より坂戸、鶴ヶ島消防組合消防団協力事業所表示制度を構築して、被雇用者である消防団員が入団しやすく、かつ活動しやすい環境の整備に努めたところであります。今後も消防団と連携しながら、団員確保に向けて努力してまいる所存でございますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　次に、精神疾患に関してどのように取り組んでいるかについてでございますが、産業医との連携の状況についてでございますが、消防組合衛生管理規程等によりまして、精神疾患の予防、心の健康及び健康保持の増進のため、衛生委員会や連絡調整会議等を通じ、メンタルヘルスに関する知識を周知しております。また、消防大学校、消防学校等の研修カリキュラムにもこれらが含まれており、知識を高めているところでございます。産業医の連携につきましては、産業医につきましても健康診断の結果によります健康管理指導をはじめメンタルヘルスについても相談、協議させていただきながら連携を図っているところでございます。
　　次に、有給休暇の関係でございますが、平成21年の有給休暇の取得状況をどのようにということでございます。職員の有給休暇につきましては、職員が申し出た時期に付与しているところでございますが、職員の８割を占める職員は消防署の隔日勤務体系で、ご承知のとおり１日置きでございます。このようなことから、通常の用事は非番、週休等の日に対応しているなどの関係から、このような状況になっているものと認識しております。
　　次に、厚生労働省や県の指導をどのようにということでございますが、現在国、県の指導により次世代育成支援対策推進法施行令に基づく次世代育成支援特定事業主行動計画を平成18年に策定いたしまして、休暇の取得を促進するため、職員の休暇に対する意識の改革を図るとともに、職場における休暇の取得を容易にするための措置を実施しているところでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　小島坂戸署長、答弁。
〇小島則夫坂戸消防署長　お答えいたします。
　　平成19年度から平成21年度までの過去３年間の防火指導対象者の推移について申し上げます。まず、平成19年度第１回目の対象者は988人でございました。２回目は1,242人で254人増加、平成20年度、１回目は1,073人で、前回より169人の減、２回目は989人でさらに84人の減、平成21年度、１回目は1,166人で前回より177人の増、２回目は1,066人で100人の減となっており、そのときそのときで増減している状況でございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　１番・新井議員。
〇１番（新井文雄議員）　３度目ですので、最後幾点か質疑します。
　　団員確保については、先ほど厳しい中で努力をしていても厳しいということがよくわかる答弁だったというふうに思います。引き続き各方面から努力をしていただきたいというふうに思います。
　　３点目の職員の病気休暇の関係です。消防職員には、交代勤務というのですか、隔日勤務という方が多いということで、確かに用事は勤務表の中で消化をしているということが実態かなというふうに思うところです。とはいうものの一般的に普通の職場からいえば、有給休暇は取りづらい勤務体系になっているというふうに思います。有給休暇の本来の考え方からいえば、用事があるのは日曜日、要するに休みにすればいいという考え方では本当はなくて、その年間の中で計画的に、今心の関係なんかも含めて当然そういうことを含めて有給休暇をとれということですのて、その辺についてやっぱり今後考えていかなくてはいけないかなというふうに思います。
　　先ほどの答弁で厚生労働省の関係の次世代の計画に組み込んでいるということもありました。消防組合は、市役所以上に子育ての世代が多いというふうに私思うのです。市役所の場合は、団塊の世代だったりして、人数が若い人がうんと少ないのですけれども、消防は逆にちゃんと毎年入ってこないと後が続かないわけで、そういうことで若い世代が多いということは、計画的に取得をできる体制の確立が一番重要かというふうに思います。特に上が日程というか勤務表をつくるときに、やはり年に幾日ぐらいはここに組み込みなさいという指導をしていかなければいけないというふうに思います。
　　今多くの企業では、特にそういう土日に仕事するところでは、例えば年間10日はその中に入れなさいというように企業のほうから指導をしている、国との関係もある、それから特に大きいホンダとかそういうところもちゃんと有給休暇はとった上で仕事を回すようにと、そういうことができない、例えば15日以上とれないような職場の管理職は、次は違うところに回すというようなことも現に起きているわけで、それはやはり指導部としてはそういうことを考えながら勤務にも入れていただきたいなというふうに思います。そういうことで休暇取得に向けて、１点今後どう取り組んでいくのか、再々質問にしたいと思います。
　　ひとり暮らしの指導の関係について、年２回実施をされてということで、この数字のとおり１回目が1,166人中460とか、２回目が1,066人中396人とか、各回でもそういう意味では半数以下しか実際上げてないというふうに思うわけです。この上げてないところがやはり一番重要かなというふうに思うので、この実施に漏れた方の対策についてどのように行っているのか、最後の質疑とします。
　　以上です。
〇水村義篤議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　お答え申し上げます。
　　休暇取得の向上に向けてどう取り組んでいるかについてでございますが、先ほども触れさせていただきましたが、次世代育成支援特定事業主行動計画に基づき職場における休暇を取得しやすい環境を進めているところでございます。特に管理職におきましては、これらを踏まえて所属において取得しやすい環境づくりにさらに努めていきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上です。
〇水村義篤議長　小島坂戸署長、答弁。
〇小島則夫坂戸消防署長　お答え申し上げます。
　　防火訪問のときに不在で直接お会いできなかった、またはご家族とも面会できなかった場合には、防火広報パンフレット等を郵便受けなどに置かせていただき、さらに可能な限りご近所の方々にお声がけしまして、消防の訪問理由と対象者の近況についてお尋ねして、火災予防と健康に留意されますことをお願いするなど対応しておりますが、今後につきましても、不在者宅には十分注意をしながら訪問指導してまいりたいと考えております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　ほかに。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑なしと認め、質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第11号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり認定されました。
　　暫時休憩いたします。
　　　　休憩　午前１１時０３分
　　　　再開　午前１１時１２分
〇水村義篤議長　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１２号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第６・議案第12号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第12号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件」につきまして質疑を行います。
　　今回のこの内容については、ここに提案理由でご説明いただいてあるのですが、審査事務の効率化という点では、どういった点が効率化されて、手数料の９％の引き下げということで引き下げるのは珍しいことですけれども、何か随分たくさん大きさがあるようで、こういった点でどのぐらいの事業所が該当して、どのぐらいの金額になるのかということで聞いておきたいと思います。
　　以上です。
〇水村義篤議長　加藤予防課長、答弁。
〇加藤公司予防課長　お答え申し上げます。
　　ただいまのご質問の手数料条例の関係でございますが、こちらの効率化が図られたこと等というのは、人件費単価の引き下げ等が要因となっております。また、９％というものは、おおむね９％ということでありまして、タンクの大きさによって多少違いはあるものの、平均９％を引き下げられたということでございます。
　　また、この規模につきましては、特定屋外タンク貯蔵所等ということでありまして、容量が500キロリットル以上のタンクのことをいっておりますので、当管内には、そういったものは一切ないというのが実情でございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　２番・松村議員。
〇２番（松村和子議員）　そうしますと、今回の引き下げというのは、いわゆるこの検査する職員の人件費が下がったというふうに聞こえてしまうのですけれども、手数料条例、地方公共団体の手数料ですから、そこが引き下げになったから引き下げるというのは、ちょっと納得できるような引き下げではないなというふうに今感じたのですよね。普通は、審査事務の効率化ということだと、どういう点が楽になったからこの点は引き下げますというのが普通なのですけれども、職員の給料が下がったから下げるという、それはやはり地方自治体が大変だから、いろんな点で職員の人件費削減なども今行っているわけで、道理が通るのかなという点でちょっと今疑問を感じているのですけれども、この点についてはどういうふうに当局としてはお考えですか。
　　また、９％という対象物はないということになりますと、これ相当大きな物ということになりまして、何で大きな物だけ引き下げるのか、小さい物はそのままであるということも問題だなと思いますが、この点はどういうふうにお考えでしょうか。
〇水村義篤議長　加藤予防課長、答弁。
〇加藤公司予防課長　お答え申し上げます。
　　効率化が図られたこと等ということでございますが、これは先ほど人件費の単価の引き下げ等というふうに申し上げましたが、検査機器の改良等も含めまして、そういった意味で効率化が図られたということでご理解をいただきたいと思います。
　　それと９％の関係でございますが、こちらにつきましては、先ほども申し上げましたとおり容量が500キロリットル以上ということで、主にはコンビナート等そういったところに備えつけてある大きなタンクのことをいっているものでありまして、そちらの検査の効率が図られているということでご理解をいただきたいと思います。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　　　（「まあ、いいです」の声）
〇水村義篤議長　ほかに。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第12号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１３号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第７・議案第13号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑なしと認め、質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第13号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１４号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第８・議案第14号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」に対する質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第14号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇水村義篤議長　日程第９・一般質問を行います。
　　通告者は１人であります。
　　発言を許可いたします。
　　２番・松村和子議員。
　　　　（２番「松村和子議員」登壇）
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議長の許可をいただきましたので、ただいまより２問にわたります一般質問を行います。
　　１つ目は、住宅用火災警報器の設置についてということで通告してあります内容で質疑をいたします。ことしも冬に向かって火災の多発が懸念される季節が到来しました。消防組合では、11月９日火曜日から15日月曜日を秋季全国火災予防運動週間と位置づけ、火災の発生を防ぎ、高齢者などを中心とする死者の発生をなくし、財産の損失を防ぐため取り組みの強化を行うとしています。こういった内容で頑張っておられるということですけれども、そこでお伺いいたします。
　　（１）として、今年度の火災予防週間の取り組みと今年度発生した火災における警報器の設置状況について。
　　２つ目には、今後の火災警報器100％達成に向けてどのように取り組むのかということについて。
　　２つ目の大きな質問に入ります。消防の広域化は、安心安全面で問題ではということで質問いたします。
　　（１）として、国政の動きについて、また各ブロックの検討状況について。
　　（２）として、日本の消防は、自治体を基礎としています。市民、職員にとって広域消防は問題の多いというふうに思っておりますが、この点について答弁をお願いしたいと思います。
　　以上が私の第１回目の質問内容です。よろしく答弁をお願いいたします。
　　　　（２番「松村和子議員」降壇）
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
　　　　（石井利幸消防長登壇）
〇石井利幸消防長　松村議員さんからの２項目、４点にわたりますご質問に順次お答え申し上げます。
　　はじめに、住宅用火災警報器の設置に関するご質問の中の今年度の火災予防週間の取り組みと今年度発生した火災における住宅用火災警報器の設置についてでございますが、去る11月９日から15日までの７日間が秋季全国火災予防運動の実施期間でございました。この目的は、議員さん御高承のとおり火災が発生しやすい時期を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生を予防し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的としております。
　　このため、当消防本部といたしましても、車両による巡回広報、管内の主要な事業所への立て看板及び防火ポスターの配布、消防署所での横断幕、桃太郎旗の設置、特定防火対象物への特別査察を実施するとともに、各防火団体には防火チラシの配布等ご協力をいただきました。
　　また、毎年実施しておりますひとり暮らし高齢者宅の防火指導では、地域の高齢者の実態を把握するため、今回から両市の消防団にもご協力をいただき、一緒に行っておるところでございます。さらに、住宅用火災警報器の普及も含め、管内の駅頭において消防団とともに広報活動を展開したところでもございます。
　　次に、今年度発生した住宅火災における住宅用火災警報器の設置状況でございますが、統計としては年でとらえておるため、本年の件数で答弁をさせていただきたいと存じます。本年発生した住宅火災は、10月末までで23件であり、このうち住宅用火災警報器が設置されていたのは約40％の８件でございました。なお、この23件の住宅火災のうち死者の発生した火災が２件で、２名の方が亡くなられましたが、いずれのお宅にも残念ながら住宅用火災警報器は設置されておりませんでした。このような状況も踏まえ、さらなる住宅用火災警報器の普及を図るべく努力してまいる所存でございます。
　　次に、今後の住宅用火災警報器100％達成に向けての取り組みについてでございますが、御高承のとおり当組合では、すべての住宅に設置が義務となりました平成20年度から毎年度６月ごろに設置状況に関するアンケート調査を実施しております。この設置率につきましては、平成20年度33％、同21年度46.4％で、３回目となりました今年度は63.8％という結果になり、この内容は両市の９月号の広報紙にも掲載するとともに、当組合のホームページでもお知らせしたところでございます。結果、数値の上では着実に上昇が見られるわけではございますが、アンケートの中でもまだ４割近い方々にはご理解がいただけていないことから、さらにこのＰＲ活動等を推進してまいりたいと考えております。
　　また、今年度からの試みといたしまして、８月からは障害者及び65歳以上の高齢者の単身または２人世帯で住宅用火災警報器を購入しても設置が難しい世帯を対象に、希望される世帯には消防団員と連携して対象となるお宅を訪問し、設置のお手伝いをするという事業を行っておるところでございます。この結果、10月末現在で32件の対象となるお宅から依頼があり、62個の住宅用火災警報器を取りつけたところでございます。今後におきましても、さまざまな機会をとらえ、引き続き積極的なＰＲ活動を実施するとともに、一日も早く設置率100％が達成できますよう努力してまいりたいと存じますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　次に、消防の広域化に関する２点のご質問にお答え申し上げます。はじめに、国政の動きについて、また各ブロックの検討状況についてに関するご質問でございますが、国の状況につきましては、現段階において消防の広域化に関する新たな動きがあるような情報は把握しておりません。この件につきましては、県の担当者にも問い合わせを行いましたが、同様の回答でございました。
　　また、埼玉県広域化推進計画による各ブロックの現在までの進捗状況でございますが、第１ブロックでは、さいたま市が離脱していることから、他の４市１町で広域化を進めるため、上尾市消防本部が中心となって勉強会を実施し、骨子が固まったことから詳細な部分を詰めておるところで、１月ごろに報告書を上げる段階であると聞いております。
　　次に、第２ブロックでは、戸田市が離脱したこと、及び川口市と鳩ヶ谷市の合併時期が平成23年10月11日ということで、この事務手続上の関係もあることから、ブロック会議は現在休止している状況でございます。
　　次に、第４ブロックでは、所沢市が中心となって本年の１月に協議会を設置し、現在専門部会において多岐にわたる項目を検討中であり、平成23年度の中ごろを目途に協議会において消防の広域化の是非を判断し、広域化が必要と判断された場合には構成市の議会に諮っていくようでございます。
　　次に、第５ブロックでは、熊谷市消防本部において、本年２月19日に勉強会を開催した以降、動きはないようでございます。
　　第６ブロックでは、特に動きはないようでございます。
　　第７ブロックでは、久喜地区消防組合が中心となり、現在広域消防運営計画の策定に向け、協議会を１回開催している状況でございます。
　　最後に、坂戸市、鶴ヶ島市が所属いたします第３ブロックにつきましても、構成する消防本部による勉強会を平成21年度に３回開催いたしましたが、それ以降の動きがないのが現在の状況でございます。また、第３ブロックの中で新たな動きがあった場合には、議会にもご報告申し上げたいと考えております。
　　次に、問題が多い、広域化は問題とのご質問でございますが、消防の広域化については、平成18年６月14日に消防組織法の一部を改正する法律が公布、施行されたところであり、その際、国会審議において決議をされたものでございます。これを受けて、総務省消防庁は、平成18年７月12日附帯決議の内容を盛り込んだ市町村の消防の広域化に関する基本指針を策定し、そして都道府県による消防広域化推進計画の策定となったものでございます。私どもといたしましては、これら国の基本指針及び埼玉県消防広域化推進計画に基づき広域化対象市町村の枠の中で課題の抽出及び検討すべく勉強会等を行っているところでございます。
　　以上でございます。
　　　　（石井利幸消防長降壇）
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　２番・松村議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村。再質問を行います。
　　１つ目の住宅用火災警報器の設置についてでございますけれども、これは、当局の方針ですと法のほうで義務化がされたので、100％設置するのだということで取り組みが開始されて現在に至っているわけです。しかし、まだまだ残念なことに30数％、40％近い方が取りつけられていないというのが現状で、今回の火災状況を伺いましたけれども、やはり取りつけていない方のほうが、死亡が発生してしまっているというふうにお伺いをいたしまして、火災警報器というのは、アメリカではほとんど90％取りつけて、その結果、こうした死亡を減らすことができたという教訓のもとに、日本でも警報器の100％設置を目指して義務化されたわけです。
　　やっぱりこの目的を早期に、ほかの自治体より今進んでいるというふうにはお伺いはしているわけですけれども、早期に達成するということが求められているというふうに思いまして、質問を繰り返しているわけですが、どうしても経済的状況や相談する人がなくてできないという人には、そうした取りつけのお手伝いが始まったということについては、32件ということで大変画期的な取り組みだとは思っていますが、このひとり暮らし、寝たきり高齢者防火指導、先ほど新井議員のほうから質疑がございましたけれども、こういった中でもやっているということであれば、経費がなくてできないとかそういう声も随分聞いているのではないかと思うのです。お金がないとかそういったことも含めて、今回のこの防火指導の状況をどう反映していくか、この100％取り組みということでお金がないと言われて、そういった面での相談とかはなかったのかどうかということで１つはお伺いをしておきたいと思います。両方ともこれは同じような内容なので、一括してそこで質問をさせていただきたいと思います。
　　次の質問ですが、消防の広域化の問題なのですけれども、自民党政権から民主党政権にかわりまして、少しはよくなるのかと思っていたのですけれども、自民党政権より考えなしでずばずばやっていくという悪い面もあるのです。国保の広域化がもう打ち出されてしまっていますけれども、消防のほうも恐らく今回の広域化については、自民党とは違った形でやってくるのかなということで、既に広域化の決定が全面的にされてしまっていますので、私たちはすごい心配をしているわけなのです。
　　それで、20年度のブロックの進捗状況を私もいただいておりますけれども、その後の今の状況を伺いました。各ブロックとも進んでいるところも中にはありますけれども、やはり離脱するところも出てくるというぐらいに、市町村合併でもそうですけれども、何でもかんでも押しつけで広域化、これでやりなさいとしてくる、それはもうそもそも問題ではないかというふうに私は思っています。
　　一定の広域化をしたところもあるようですけれども、そういうところの行政の話を聞いてみますと、広域化されて、消防団員はやっぱり少なくなった、地域に根づいた消防はできない、この２つが新聞紙上でも結構取り上げられておりまして、そういった面では広域化も、この地図を見ても問題だなというふうに思うのですが、思い切ってやはり地域の消防が声を上げていくということも必要ではないかと思います。離脱ということではなく、進展していませんからないのですけれども、そういった方向で、本来であれば平成22年度、来年度は決定するというスケジュールもいただいておりますけれども、進んでいないところを見ますと余り芳しくないのではないかというふうに思います。
　　ただ、大合併のように強制的にきた場合にどうするかということもありますけれども、そういったときには日本の消防の広域化、市町村の自主判断ということで、日本の消防をつくったときに国の消防庁長官が都道府県あるいは地域の自治体消防の原則というのを宣言しているわけです。この原則で、自治体消防の関与できる国の形態としては、消防庁長官は必要に応じて消防に関する事項について都道府県または市町村に対して助言を与え、勧告し、または指導を行うことができると、極めて限定的なことを規定しているだけなのです。
　 ですから、こういった都道府県の関与あるいは国の関与を抜きにして、やはり自治体消防が独立してやっていくということは非常に重要だと思いますので、こういった点をしっかりと踏まえて、国会でも質問がございまして、そういった中を全部読んでみましても、今申し上げました日本の自治体消防を軸にしたところでのいろんな意見、問題に対してそのとおりだというふうに国会でも答弁がありますので、そういったことを中心にしながら政府回答も４つか５つ出ておりますので、そういった回答を見ますと強制的ではないと、市町村消防が広域化を行ったとしても不利益な扱いを受けることがないと、消防の広域化を行わなかったとしても不利益は生じないというような答弁も出ていますので、そういったことも含めて、今後の広域化に対して、市民を守っていくという点からどうなのかという観点でぜひ頑張っていただきたいというふうに思いますので、この点で答弁をお願いしておきたいと思います。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。
　　最初に、高齢者、障害者家庭のその補助というふうなことでございますが、これらの方々に対する購入等に際しましての補助につきましては、以前からたびたび議会でもお答え申し上げておりますように、それぞれが置かれている厳しい状況は十分理解できるわけでございます。しかしながら、あくまでも自己の責任において設置していただくものと考えております。
　　しかしながら、本年６月に財団法人消防試験研究センター埼玉県支部から、一定の条件のもと、高齢者、障害者を対象に住宅用火災警報器の無償供与の通知がございました。この制度では、配布数は100個以内と限られておりましたので、両市と相談いたしました結果、本年度住宅防火モデル地区に指定されております４地区の中から該当する45世帯に対し、97個の機器が８月に供与されたところでございます。これらの設置につきましても、希望された世帯には消防団員とともに設置のお手伝いをいたしたところでございます。また、今後ともこういう機会がありましたときには、積極的に活用してまいりたいと存じます。
　　住宅用火災警報器の普及率の関係でございますが、本年６月時点の普及率が国のほうから発表になっております。それによりますと、全国平均では58.4％、埼玉県の平均では59.3％、当組合では55.8％でありました。したがいまして、当組合では、アンケート調査の結果が63.8％でございますので、国における推計普及率を見ましても着実に上昇していると考えておるところでございます。しかしながら、まだまだこの普及率100％に向けた真の努力をこれから続けていかなければならないと、このように考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　その次に、広域化の関係につきましては、いかんせん前回の議会から１回勉強会を行ったところだけでございますので、その後の進展がない状況でございます。したがいまして、これらにつきましては、今後におきまして広域消防運営計画の策定等になるとは思いますが、なったときにその中で議論に議論を重ねまして、その議論の中から見えてくるものがあるかと存じますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　２番・松村議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再々質問を行います。
　　ただいまご答弁をいただきましたが、一定のそうした県のほうの無償貸与なども利用して97個取りつけたというのも一つの前進だとは思います。ただ、やる気になればそんなにお金をかけなくてもできる。それほどのお金はかからないと思うのです。ですから、ぜひ坂戸、鶴ヶ島合同でやらないと、かかるほうだけというわけにもいかないと思いますので、私どもも鶴ヶ島市のほう、あるいは坂戸市のほうでも議会のほうでもやらせていただいておりますけれども、できれば両市でここで足並みをそろえて、幾らもかからないわけですので、いち早く、ほかの自治体でも結構高齢者、70歳以上あるいは60歳以上の高齢者、障害者に対して警報器取りつけの補助あるいは無償化で取り組んでいるようですので、ぜひ命にかかわる問題ですので、早急な対応をお願いできればというふうに思います。答弁をお願いします。
　　また、広域化の問題では、私が申し上げました日本の消防は自治体消防ということで、国のほうの答弁内容をここで読み上げると長くなりますので、やりませんけれども、基本的には合併もはっきり言って余り成功しているとは思えないのです、すべての面で。結局は、例えば坂戸、鶴ヶ島市で合併したとすると、鶴ヶ島の市庁舎はもう閑古鳥が鳴くような形になるというようなことで、視察した先で随分見てまいりました。結局は、市役所が偏ってしまってなかなか厳しいというようなことがあったとおり、消防も同じだと思うのです。広域化して、ここは要らないから廃止ということに必ず広域行政はなるわけです。そうしておいて、では地域の防災体制あるいは救急体制をどうするかということになると、地理もよくわからない人たちが遠方から来るということで、決して市民のためには全体としてならないということが言えると思うのです。
　　特に消防体系を見てみましても、きちっとこの中に、消防のその本部の中に地域消防が組み込まれて、本当に一体となって地域を守っていくという今の体制を守るためにも、ぜひ今後ともいろんな会議ではそうした国会の答弁や、あるいは地域消防の観点からぜひご尽力をいただきたいと思っていますので、そういった点でよろしくお願いしたいと思います。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　最初に、住宅用火災警報器の補助の関係でございましたが、先ほども申し上げましたように現時点において補助制度を設けることは難しいわけでございます。しかしながら、今後とも構成両市と情報交換を含めた連携をとってまいりまして、これからまた新たな補助制度等があれば、それを有効に活用していきたいと考えておりますので、よろしくご理解をお願いしたいと存じます。
　　続きまして、広域化の関係でございますが、先ほども申し上げましたように、いかんせんその後は進んでおらない状況でございますので、議員さんご指摘のようなことも多々あろうかと思います。この辺については、これからまた議論を進めていくことになろうかと思いますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　以上で一般質問を終了いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇水村義篤議長　以上をもちまして、今期定例会の議事はすべて終了いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（水村義篤議長起立）
〇水村義篤議長　閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。
　　議員の皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに深く感謝を申し上げます。
　　ことしの夏は、連日猛暑日が続き、観測史上各地において、猛暑日の日数の記録が更新されましたが、日ごと秋の深まりとともに朝夕肌寒さを感じられるころになりました。議員各位におかれましては、時節柄何かとご多用なこととは存じますが、くれぐれも健康にはご留意をいただきまして、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会のごあいさつといたします。
　　ありがとうございました。
　　　　（水村義篤議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者のあいさつ
〇水村義篤議長　伊利管理者からあいさつのため発言を求められておりますので、これを許します。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議長のお許しをいただきましたので、閉会に当たりまして御礼のごあいさつを申し上げます。
　　議員の皆様方におかれましては大変ご多用の中、平成22年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会に全員の方のご出席を賜り、提出議案４件につきまして慎重ご審議の上、いずれも原案どおり認定並びに可決をいただきました。心から厚く感謝を申し上げる次第であります。
　　平成22年度も早いもので、第３・四半期の半ばを迎えておりますが、議員各位のご理解とご協力をいただきまして、当初計画いたしました事務事業も順調に進捗をいたしております。
　　それでは、７月議会定例会以降の各種事業並びに火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。
　　はじめに、各種事業でありますが、７月25日、にっさい花みず木の川崎陸送株式会社坂戸流通センターにおきまして、平成22年度消防団消防ポンプ車操法大会を開催し、消防団の活動技術の向上を図るとともに、郷土愛のもと地域住民の安全・安心の確保のため操法を披露していただきました。
　　８月２日から４日の３日間、昨年に引き続き消防本部におきまして、坂戸市及び鶴ヶ島市内の小・中学校の教職員等を対象に応急手当てに関する知識・技術の普及を図るとともに、学校内での不測の事態に対処するため、応急手当普及員講習会を開催し、20名の教職員に受講をしていただきました。
　　９月９日救急の日には、イトーヨーカ堂坂戸店にご協力をいただき、救急フェアを開催し、心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱い等応急手当普及活動を行い、多くの市民に体験していただきました。また、消防音楽隊・カラーガード隊による音楽を通した防火思想の普及をはじめ、住宅用火災警報器の設置普及活動等、火災予防運動を展開いたしました。
　　10月18日には、坂戸市民総合運動公園におきまして、第25回屋内消火栓操法大会を開催いたしたところ、管内23事業所から選出された男子22チーム、女子２チームの合計24チームの参加をいただき、日ごろの訓練の成果を披露していただきました。
　　10月25日・26日には、今年度２回目の防火管理者資格取得講習会を開催いたしまして、各事業所から50名の方々が受講し、防火管理に関する知識を習得していただきました。
　　11月２日には、職員採用第１次試験に合格した16名を対象に第２次試験を実施いたしました。採用人員は８名を予定いたしているところでございます。
　　11月７日には、坂戸市民総合運動公園におきまして坂戸・鶴ヶ島消防組合特別点検を実施いたしました。当日は、消防職員、消防団員約360名、消防車両27台が集結し、関係者のご列席のもと、人員・服装・規律の点検をはじめ、機械器具点検、放水試験等各種点検を行いました。特に分列行進時には、安心・安全を支える消防の雄姿を多くの市民に御覧いただきました。議員各位におかれましては、早朝よりご臨席を賜り、ご指導いただきましたことに改めて深く感謝を申し上げる次第であります。
　　11月９日から15日までの１週間、秋季全国火災予防週間の一環として、消防署・消防団につきましては、消防車両による市内巡回広報をはじめ、９日には坂戸駅・若葉駅におきまして坂戸市消防団女性部が、また北坂戸駅におきまして消防本部職員により、それぞれ通勤・通学者を対象に街頭キャンペーンを展開いたしました。
　　次に、本年１月から10月までの火災件数は55件で、前年同期と比較いたしますと１件の増となっており、このうち建物火災は33件であります。
　　次に、本年１月から10月までの救急出場件数は5,045件で、前年同期と比較いたますと545件の増となっております。
　　今後におきましても、各種災害に的確に対応し、住民の負託にこたえるべく万全を期してまいる所存でありますので、議員各位におかれましては、変わらざるご支援、ご指導をお願いを申し上げるものでございます。
　　ここに、議員の皆様方のご理解とご協力をいただき、本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして、心から御礼を申し上げますとともに、いよいよ寒さも厳しさを増してまいります。議員各位にはくれぐれも健康にご留意をいただくとともに、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして、ごあいさつといたします。
　　ありがとうございました。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１１時４８分）
〇水村義篤議長　これをもちまして、平成22年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
